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砂丘センター 展望台
へ

くじらの形に似
ていることから
くじら島とも呼
ばれています。

馬の背までは
往復約25分

風の強さ、風向き、砂粒の大き
さなどで、風紋の高さや幅、周
期などが決まります。また、時
間とともに風紋は風下側にゆっ
くりと移動するので、紋様が変
化します。さぁ、どんな風紋に
出会えるのでしょうか♪

別名「砂のさざ波」とも言われる波状の縞模様。砂丘を紹介するパンフレットや旅行本には必ずと言っていいほど、きれいな風紋の写真が掲載されて
いるので、風紋の存在を知っている方は多く、「風紋を目当てに砂丘に来ました。」という観光客の方が沢山います。涼しい風が吹く秋は、風紋が見
られるチャンスが多くなります。

オアシスの正体は雨
水。雨が少ない夏期は
干上がっていますが、
晩秋にはまたオアシス
が出現します。

・その1：砂を動かす適度な風(風速が毎秒5m～10m)が吹く。

・その2：砂がよく乾いている。

・その3：砂が固まっていない。

・その4：砂の粒の大きさが揃っている。

これらの条件が揃うと、風紋が形成されます。

足跡がついていないきれいな風紋を見たいのな
らば、まだ人がいない早朝がオススメです。上
の地図の「風紋ができやすいところ」を参考
に、風紋探しをしてみて下さいね♪

砂柱
湿った砂に、風速毎秒12m
以上の強い風が吹くと形成
されます。 砂簾

雨で濡れた砂が積
み重なり、砂が乾
くと砂が一気に斜
面を滑り落ちて、
この模様ができま
す。まるで簾のよ
うです。

こちらは砂柱に貝
が乗ってます！

風の強弱によって砂粒の大きいもの、大小入り混じったものが交
互に堆積し、雨水で小さい砂粒を含む部分が硬く固まります。こ
うして複数の層が形成され、その後の強風(毎秒１０m以上)によ
り砂が少しづつ剥がれてこの状態になります。

湿った砂に強い風が吹くと、風
通しの良い場所から砂が乾いて
いくので、このようなしま模様
ができます。

雨が降った後、複数の層が堆積
していたところに強い風が吹い
て削られると、このような面白
い形ができます。



砂丘植物のなかで唯一の木であるハマ
ゴウ。枝は砂の上をはうように伸び、
夏に紫色の花をつけます。花や実は独
特のよい香りがします。

花期は8月～10月で、クリーム色の花を咲
かせ、海辺に咲く蘭に似ていることから、
「海蘭」と名前が付きました。

花期は４月～５月。雌雄異株でオスは茶色い
穂、メスは緑の穂で白い花をつけます。トゲの
ように尖った地下茎を伸ばして群落を広げま
す。

ハマゴウは、秋には実をつけます。直径５
mmほどで黒い色をしています。乾燥させて
漢方薬としても使われます。

コウボウムギは秋になると、雌花の穂に黒
褐色の実ができます。写真はその実が落ち
て、砂の上に集まっています。

春と秋の2回、黄色い花をつけます。ひとつひ
とつ単独の株に見えますが、地下茎が砂の中を
這うように横に広がっていて、株同士が繋がっ
ています。茎や葉をちぎると白く苦い液が出る
特徴から「浜の苦菜」→ハマニガナというのが
名前の由来のようです。

砂丘植物の中では最後に薄紫色の花をつけるハ
マベノギク。9月から10月末にかけて見ごろを
迎えます。鳥取砂丘では海岸部の一部に分布す
るといわれています。

通常ハマベノギクの花は薄紫色なのですが、そ
の中に白い花をつけるハマベノギクがいます。
白い花は貴重でまれにしか見られないので、見
つけることができたらラッキーかも♪

鳥取砂丘は日本海に面しているので、
夕刻には美しい夕陽が日本海に沈んで
いく風景を楽しめます！！夕刻になる
と、夕陽を見に来たグループや、美し
い夕陽の写真を取りに来たカメラマン
の方が砂丘に集まります。夕刻の鳥取
砂丘は日中とはまた違った魅力があり
ますよ！

鳥取県を代表する特産物、らっきょう。鳥取砂丘の東側には広大ならっ
きょう畑が広がっています。１０月末には赤紫色のらっきょうの花が一
面に咲き、その様子は「砂丘のラベンダー」とも呼ばれます☆鳥取砂丘
から少し足をのばして、らっきょう畑にも行ってみて下さいね。

体長7mmほどの小さなコオロギ。全身灰白
色の地色に暗褐色班が複雑に点在した模様
で、砂の色とそっくりです！海浜植物の陰や
砂塚のがれた壁に巣穴を掘って、オスは6月
から秋にメスへの求愛として「ジーチチチ、
ジーチチチ」と鳴きます。オアシス付近で耳
を澄ませば、鳴き声が聞こえる時があります
よ！


